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　Abstract : The automatic recording apparatus of avian broody behavior. nesting, oviposition,
broodiness, and rearing of chicks by parent birds, was manufactured by the author and the trial
0f the device proved it satisfactory in the fieldtest. An approach of the bird to the nest on the
screen of cathode ray tube taken by ａvideo-camera of closed circuittelevision（ＣＣＴＶ）ｗａsensed
by an electric actuating mechanism (CdS), and ａ movie-camera photographed electricallyby the
photo-senser circuit the behavior of bird in breeding period and time-datum upon the 8 mm/16mm
size film automatically.　By this method, time, interval, inand-out of bird during incubating and
rearing period, species and volume of predator and prey　for nestlings, etc.　were　recorded
throughout the full breeding season.
　鳥類における営巣・産卵・就巣抱卵・孵化育雛など一連の生殖現象に関しては，多鳥種につき
数多くの研究ならびに観察報告がある．しかし，いずれの報文においても研究者の努力にもかかわ
らず，繁殖全期間の観察記録は不可能に近く，ある短期間の精密観測により繁殖行動の一部を垣間
見，またそれにより他を類推するの感が深い･
　筆者はジュウシマ’ツＵｒｏｌｏｎｃｈａ ｄｏｍｅｓtｉｃａを実験鳥として用い，屋内において繁殖に関連する
産卵時刻・産卵間隔・就巣時の抱卵行動ならびに出入・巣内卵温変動等の研究を行い(1959～，
1962～），二三の考察のもとにそれぞれの自動記録を試み全時期に亘る記録を得ることか出来，そ
れらの解析結果など報じた･
　さらに屋外自然環境下における野生鳥類にも応用不可能かとの考えのもとに，新考案，観察記録
装置の改良等を行い，ツバメMiｒｕｎｄｏ ｒｕｓtｉｃａ詐£はｒaiｔｓ(1973),アオバズクＮｉｎｏｉ ｓｃｕtｕlatａ
ｊａｐｏｎｉｃａ(1973)では一部試用結果を報じ，さらに身近かく校内に毎年繁殖するツバメ，アオバズ
ク，スズメＰ ａsｓｅｒｍｏｎtａｎｕi iatｕｒａtｕｓ.ムクドリ　Ｓtｕｒｎｕs ｃｉｎｅｒａｃｅｕｓ，コシアカッバメ　Hiｒｕｎｄｏ
ｄａｕｒicａ ｉａｐｏｎｉｃａ，セグ゜セキレイＭｏtａｃｉｌｌａ ｇｒａｎｄｉｓ，学校近辺ではカイツブリＰｏｄｉｃｅｐ％ ｒｕficolliｓ
1〉ｏｇｇｅｉ.　コアジサシＳtｅｒｎａ　albifｒｏｎｓ ｓｉｎｅｎｓiｓ，ヒバn
Ａｌａｕｄａ ａｒｕｅｎｓiｓ]ａｐｏｎｉｃａについても不
完全ながらも記録を得，更に研究続行中である．
　繁殖環の全記録として未だ不充分であり，また一繁殖期のみでなく数年次に及ぶ調査等も必要と
考え未発表のものが多いが，本報文では試作試用機器の一部をここに紹介したいと思う．
試　作　試　用　装　置
鳥類繁殖行動の研究を行うには，全期間中の精緻な観察が必要であることは云うまでもない.･肉
＊　本研究は昭和49年度文部省科学研究費（試験研究I , 984019)及び昭和50年度（一般研究B, 048213)の
　　一部を使用したものである．
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眼，双眼鏡その他を用い間断なき監視が必要であるか，観測者の体力，能力差にも関係するけれど
も，ある一地点のみを注視し観察記録を行うには連続的には１時間か限度であると考えられる．
第１表　ツバメ育雛期における巣内出入記録の誤差
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　軒下に営巣したツバメの育雛時の雌雄の出
入行動を，当教室学生３人とともに各人別個
に「時刻」記入観測を試みた結果と，同時に
CCTV (closed circuit television)カメラを用
いＶＴＲに記録したものを再現し比較した結果
を第１表に示した．　この表よりも明らかな如く
各人の観測結果はそれぞれ実際のものと異り遺
漏かおり，殊に連続観測第２回目には疲労によ
り相当の誤差，誤読の出ることか明白となっ
た．　この試みは肉眼観測であったが，遠距離よ
りの双眼鏡による監視記録においては，短時間
であっても完全なものを求めることは不可能で
あった．観測の完璧を希むのであれば数入一団
による短時間観察のみ有効であるとの試行結果
が出た．
　以上のことからも，肉眼による観察と並行し
て自動的に繁殖行動その他関連ある事象，データ等を記録することが極めて有用であるものと考え
る．
　いま鳥類繁殖環の記録事項として以下の如きものが列挙される．
　　営巣……巣材の種類・丘t，巣材運搬回数・時刻，営巣の過程・行動など
　　産卵……産卵時刻・間隔など
　　就巣抱卵……抱卵開始の時期・時刻，巣への出入回数およびその時刻・間隔，抱卵時の滞巣時
　　　　　間，卵温・巣温の変動，抱卵従事個体の性別・交替，抱卵行動など
　　孵化……叫
　　育雛……雛の保護保温，給餌回数・時刻，育雛従事個体の性別，食餌の種類・ｎ，育雛行動な
　　　　　ど
　これら各項目をまとめてみるに，①温度，②時刻（時間，間隔），③回数，④種類（食餌，営巣
材料），⑤ｍ（食餌，巣材），⑥性別，⑦親，雛の行動，⑧その他関連ある照度，その他に分類さ
れるが，これらのうち①温度は直接現地測定によらねばならぬが，他の②～⑦は直接的観察は絶対
必要ではあるが映像記録により遠隔地点において，また現象発現時刻以後において，随所随時に間
接的に判別，測定記録か可能である.
　1.フィルムによる連続撮影記録
　鳥類の繁殖行動をフィリレム上に記録したものは数多くある．吾々=が普通日常に鑑賞する鳥類繁殖
生態の映像は，長期間に亘って撮影したものの一部必要部分を取り出し短時間に編集したものであ
る．
　営巣に始まり産卵・就巣・育雛の全期間ともなれば40～50日間またはそれ以上の日数のかかるも
のも多々あり，記録フィルム量も尨大なものとなる．またこの記録を観察するとすれば撮影時間と
同じ時間を要することとなり，連続的に短時間で観察することは極めて困難なことである．
　かかる観察時の欠点を取り除けばフィルム記録は再現性，反復性の点からみれば極めて有効なも
のであり，正確な観測ができる一大長所かある．
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　この欠点をできる限り除去しての利用を考えてみた．
　いま自動選択的に記録上必要時のみ撮影装置を駆動させるようにすれば，フィルム消費量の節約
となるばかりでなく，記録時間が短縮されることにより再現観察時間も短かくなり極めて能率的と
なる．
　行動等の精細な観察が不必要であれば（例えば巣への出入時刻を知るのみであれば），その現象
発現時の僅か１あるいは数餉の撮影で時刻表示とともに画像に収めればよく，.次の餉は出巣時のも
のとなり，一回の巣への出入がもし３分間隔であったとしても僅か２餉～数餉たらずで済むことに
なり，再現時にも瞬時にして記録を得ることが出来る･
　このためには鳥の行動，活動にともないカメラを駆動させるための装置か必要となる.
　1）鳥巣近縁に設置する感知装置
・棲り木式，踏板式　人工巣箱を利用するムクトリ，スズメの場合とか，樹洞を利用したアオノメ
ズクの場合等に比較的簡単に装着できた．マイクロスイッチのアクチュエイターヘ適当な重さの小
腕木をつけ，巣入口へあたかも棲り木の如く設置し鳥の巣への出入の際必らず棲るような位置に調
整する．巣孔とマイクロスイッチとの間隔，高さ，また鳥種により巣外飛出時に「跳び越し」の起
る場合か往々にしてあるので位置調節は必要であった．アオバズクの場合は踏板式としマイクロス
イッチ接点の断接を行った･
　このように鳥の体重により装着スイッチの入切を行い，この電気信号によりカメラを駆動させ記
録する方法である.
・光線遮断式　一方より豆電球・凸レンズを用い可視光線ビームを送り，対応部へ･CdS photocell
あるいはPhototransistorを装着し，また目的に応じては赤外線ビーム（例:TLN 103）及び赤外
感応Diode (例:TLN 101)を設け，これらの光ビームを鳥体が遮断するのを検知増幅し，リレ
ー，サイリスターその他を経由してカメラ駆動用電磁ソ.レノイドを動作させた･
　アオバズク観測の際，当初は可視光線を用いたが，この鳥の活動が夜間である故終夜投光電球を
点灯していた．フィルム記録を再現してみるに鳥の出入が無いのに撮影が進行し，フィルム画面よ
りは原因追求困難であったが，夜間実地観察の結果，蛾類が光源に集合しそのためビーム遮断が起
ったことが判明した．次年観測時には赤外線素子を用い，誤動作なく安定した結果が得られた．な
お本方式は阿部(1975)も用いた報告がある．
　なお，この光ビーム遮断方式はビームの僅かのずれか致命的になるので，光ビーム回路の確実に
設置できる場合のみに有効であり巣箱以外では実用困難であった.
・音響判定式　ヒバリ巣において試用してみた．巣近縁にマイクロフォンを設置し，親鳥の巣へ出
入の際の足音，物音，あるいは羽音等をピックアップし，これに連動させてカメラを駆動するよう
にした．この場合，鳥の発する音以外のもので誤動作かおり，非実用的であった．応動周波数範囲
の限定等未だ試作の余地がある.
　2）影像による感知装置
　前述の各センサーは，それぞれ巣に直接，または巣の近辺に設置するものであったか，大多数の
鳥類においては設着固定場所かなかったり，また装着できたとしても棲り木，踏板，光ビーム以外
のところから巣に出入するかも知れぬ．　このため接点装着機器を数多く設置するとか，数多くの反
射鏡を用いて光線ビームを廻折させる法も考えたか，鳥の生態行動観察の結果，これまた不充分で
あった．
　筆者は考慮の末，以下の如き「映像感知装置」を試作した･
　第１図に複式的叫示す如く，巣から適当な位置にCCTV (Closed cricuit television)用カメラ
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を設置し，望遠レンズを用い，巣近辺の画像をCRT (Cathode ray tube : ブラウン管）上に写し
出した．使用レンズは一般的には20～100mmズーム，遠距離の場合には35 mm カメラ用大口径
の200～600 mm ズームレンズ, 800 mm　レンズも用いた（使用ＣＣＴＶ用（;マウント標準レン
』ＪＪＬ型ＪＬ盈』記記録装置の試作（増田） 79
ズは20 mm 位である）．大口径レンズを用いることに･より，遠距離における半暗所でも鮮明な画
像を得ることが可能であづだ．　　　ご
　室内において，この「巣」の写っている画像面上（ＣＲＴ面）に光量変動検知装置を接着し，鳥
の移動による画像光度の変化，即ち移動物体を検知することにした訳である．一般的には光検坤.に
はCdS光電導セル（径８ｍｍ～２０ ｍｍ）を用いた．なお時定数（照度による立上り時間・減衰
時間），照度対抵抗特性などもある程度考慮して選定する必要はあった･
　いま巣に接近する鳥類が検知部を横切ると画面輝度の濃淡がCdS抵抗値の変化となり，それを
増幅し電磁ソレノイド駆動か起り巣近辺に設置したシネカメラ（８ｍｍまたは16 mm）のレリ
ーズを押し，また場合によってはＴＶ画像そのものを撮影した･
　初期のうちは　CdS　1個のみの照度変化（抵抗値変化）を用いていたが種々不都合を生じて来
た．野外に生息する鳥体を撮影する故，朝・昼・夕の全体的照度の変化，晴・曇・雨等の天候変
化，あるいはまた太陽位置移動により樹蔭その他の近接等により，感応閥値以内，以外と画像全
体か変動し誤動作を生じた．　勿論ＣＣＴＶカメラには自動照度調整装置(Automatic brightness
control : ＡＢＣ）を組み込んではあるが，更に念の為２個のCdSでホイーストンブリジノジ回路を
構成し，一方が鳥影の通過する位置に，他方か全体的光度の変化を検知する位置に附着させ，全体
的照度変勁により感度差が出ぬよう心掛け誤勁作を防止するようにした．なおこれにても防ぎ得ぬ
場合は一定照度以下に低下すると自動的に投光照明を行ったものもある･
　カメラ設営の都合上，最良位置に据付け不能の場合か多々あり，画面上の巣の位置によっては一
般的円型CdSにては鳥の移動径路よりはずれるものがあった．特定径路（観察により判明する）
の二三あるものはその部へ数多く検知部を装着したこともあったが，不特定径路より巣へ出入する
個体の際には棒状CdS（例：マルチフォトセンサーMDBz-OOl )を用い，．この装置のいずれか
の部分を鳥が過るようにさせた．ただCdSはPhototransistorその他め感光センサーに比して反
応速度が遅い上，撮影用電磁ソレノイドのストロークのタイムラグと重なりあい既に巣の中へ入っ
てしまっていたり，あるいは巣外へ飛び出してしまった後にシャッターが動作し画面上に鳥影の゛全
く無いこともある故，調査目的鳥の動作速度その他条件を勘案し経験的に感知部のＣＲＴ面上設置
位置を決定しなければならない．
　このＣＲＴ像から鳥の動きを検知する方式の利点は多々ある･
　高所’（地上数ｍ～10数ｍ），危険個所，遠距離，あるいはカイツブリ等水禽の場合水面上
にあって近接不可能な鳥巣であっても，その近辺へ困難をおかして近寄り鳥を驚かすことなしに，
屋内でまた安全な場所で鳥の行動生態を観察できるのみでなく，場合によっては鳥の直接撮影を行
わずＴＶ画面上の鳥影を写すことが可能であった．間接的にＴＶ画面を撮影した場合，実物直接
撮影のものと異り，解像力・鮮明度に差のあ･ることは云うまでもないが，単に時刻，行動等の記録
には十分実用性があった．ただ使用ＣＣＴＶセットの走査線を多くすればより明確になる故，飛び
越し走査をするものを用いるとか回路挿入をするとよい結果が得られた．
　さらに撮影用カメラから観測地が遠距離にある場合，同軸ケーブルの太さ，長さ√設置法等亡種
種制約をうけるが，近時UHF C300MHZ以上）電波を利用してＴＶ画像，音声も簡単に送像で
き，装置もまた安価（,昭52 : 送受信部15万円程度）でもあるので，この面の利用･も考慮し試作，実
地試用も行いうつある．（アマ無線では435 MHzバンドでＴＶ送像か行われている）この装置
を用いれば，地形，送信部出力，送信部アンテナ性能にもよるが数kmでは極めて鮮明なカ:ラー
画像も送り得る．　　　　　　　　　｀　・
レな.おに.プ,イルム撮影の場合ただ一現象÷餉でよい場合もあるか･いあ･る行動記録等を行う際な｀どで
は数餉～数十餉必要な時もある．い’ま種゛々の方法でスイッチングの行われた時，遅延装置（コンデ
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ンサーの充放電を可変抵抗で行なわせる至極簡便なもの）を作動させ,喇激時間を数秒～十数秒延
引し，この間に１秒数回の間欠スイッチング（周波数同期毛－ターによる機械的断接，あるいは
ＣＲによる充放電で継電器を働かす）により数枚～数十枚の連続フィルム撮影が行えるようにし
た.
　2.各種データーの測定および記録法
　1）温度測定及び記録
　ジュウシマツ(1959),ツバメ(1973),アオバズク(1973)で用いた如く巣内に偽卵Dummy
eggを置き，それに温度検知部を設け温度変動を巣外へ導くことか可能であっ･た．温度変化は銅
・コンスタンタン熱電対を偽卵上面へ設置し，温接点の起電力変化を自記記録計に描かせた．筆者
の用いたものは印画紙上へ投影記録する反照検流計方式とぺ,ン描記方式及び打点記録方式である
　（当教室に現有するものを用いたため）．
　またサーミスター利用の温度記録も行った．後述の卵表温度の変化から鳥の出入を間接的に知る
ための偽卵用にはビード型か便であったが，安価入手容易な面では使用後巣中へ遺棄してもよい故
ディスク型も多用した．
　偽卵は一般的に石膏で作成し，全体的には水彩絵具を混入して彩色し，斑紋などはポスターカラ
ーで描いた．なお感温偽卵は測温部が真上に位置するよう針金など心棒を入れ巣に固定するように
した．アオバズクの場合は強い嘴で偽卵を破壊することかあり木製偽卵を用いた．
　なお抱卵初期など度々鳥の出入交替のある場合，温度記録から出入の時刻，朝夕の活動開始終了
の時刻，ひいては滞巣時間，出入回数も知ることが可能であった.
　2）時　刻　記　録
・産卵時刻　ジュウシマツ(1962) ,ニワトリ(1968)で用いた種々の測定法，即ち卵落下によ
る卵重によりマイクロスイッチを接又は断にし，①電気回路の接続によりリレーを働かせレバーの
先のペンで回転ドラムに時刻表示をし，回転速度の算定から時刻を読み取る，②電源回路を断つこ
とにより電池時計を停止させる，③電源回路を断続し１分１回のパルスを送り電磁カウンターを作
動させ，産卵時刻を逆算する，等の方法で時刻を正確に記録した．
　なお，ツバメ，スズメの卵温変動記録からも産卵時刻を知ることも可能であった．他種の鳥類に
おいても判読出来るものがあるかとも考えられるが，観察例数が少ない故更に一層多数のデータの
蓄積か必要である.
・巣への出入時刻　人工巣箱入口のマイクロスイッチ接点の断続で出入時刻の記録は簡単に出来
た．時刻は１分単位でなく５分単位程度の判読か出来，主として回数に重点を置くならば，一般的
にいずれの教室にもある回転式電磁回数記録計（ペン描き）が一番簡単である．この記録は時刻の
みでなく総回数，さらに単位時間頻度も一目瞭然で大変利用価値がある．
　正確な出入時刻の印字記録装置として次の如きものを用いた．電動式タイムレコーダー（アマノ
:3140型）を一部改良し，印字スイッチ部をリレー回路を経由し鳥の出入に応じてロールペーパー
に日付・時刻（分単位迄）を印字した．なお試用機には印字器横に「入」時のみ，あるいは性別判
定用特別記号も刻印するようにし，「出」「入」の区別，雌雄の判別も印刷できるように細工を施
した．
　映像記録の際の時刻は撮影画面に同時に時計文字盤を写し込む事により，時刻判定の便に供し
た．使用時計は初期には腕時計を，後には文字繰り落し時計，タイマーIC使用ＬＥＤ表示電子時
計（いわゆるディジタル時計）を巣に組みこみ画面の一部にうつしこむようにした. LED表示時
計は表示部のみを巣内に設置でき，場所・大きさの点及び半暗所でも発光表示する故撮影には便利
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であった．
　またＴＶ画面による間接撮影時には，ＴＶ画面に同時に時刻表示を行った．　こ口時刻表示は画
面の上下左右任意の位置に移動可能であった（ちなみに時刻表示用ICはナショナルセミコンダ
クタース社’‘MM5841およびMM5318のICその他数個のトランジスターで組み立てたもので
ある）.
　3）回　数　記　録
　巣入口にとりつけたマイクロスイッチ，その他種々の法によるスイッチの入断を回数計測装置ま
で導き，上述の自記出入ペン描記録から回数の算定判別も出来たが，他に１日の回数，累計回数を
も知る為電磁カウンター, LED表示カウンターも用いた･
　4）出　入　判　定
　フィルム面上に記録されたものでは簡単に出入は判定可能であったか,･マイクロスイッチの接
断，光ビームの断続のみでは鳥の通過の判定は出来るが方向判断は不可能である．　ある一定距離を
距てて⑥⑧２個のスイッチ回路を置き，⑥→⑧にはスイッチが入るが，逆方向の⑧→⑥の際にはス
イッチ回路を構成しないようにすれば，「出」あるいは「入」の方向判定が出来る．⑥スイッチ回
路のみに遅延回路を附加し，⑧回路には入れぬようにし，２個の電磁リレー接点をシリーズにする
か，あるいはまたICを用いワンショヅトマルチ回路を作り，出及び人を別個にスイッチングする
ことも，またＬＥＤ表示により回数を示すことも簡単である.
　5）食餌の種類及び量
　雛の首輪法による単位時間内の観察測定や人工雛口を用いての研究法もあるか，筆者は映像観察
を試みた．
　親鳥の巣への接近を感知し撮影機を駆動した．人工巣利用鳥（スズメ，ムクドリ），樹洞巣鳥
゛（アオバズク）の如く巣への進入方向が定まっている鳥種の場合，カメラは入口方面へ向け真正面
からくわえて来た姿を映しとった．それら以外の鳥では大体上面から撮影した（ツバメは巣の位置
の関係上斜上方）．’
　鳥の進入検知一遅延装置駆動→間欠通電装置一電磁ソレノイドー８ｍｍカメラ（16 mm カメ
ラ）の順路で鳥種の行動にもよるが連続8～15餉記録した．夜行性のアオバズクの場合など進入感
知とともに投光機が作動するようにした．
　この記録フィルムより鳥のくわえて来た食餌を判別し，また鳥体の大きさと比較することにより
餌重量をも概略決めることが出来た．アオバズクの如く動物性食餌を摂取する種では√主として校
内数ヶ所の水銀灯外灯附近にて（巣は大学構内中心部附近）捕虫網による昆虫採集，ならびに誘蛾
幕を設営しての同じく夜間採集，さらに加えて昼間学校内外の草地の昆虫類の採取を行い，同種の
フィルム画像とほぽ同大昆虫の重量測定をし食餌量に換算してみた．
　スズメ雛の給餌観察の場合，巣を上部より撮影した．雛頭頂へ色素染色を行いカラーフィルム利
用により親鳥の雛への餌配分なども観察できた．
　巣へ撮影機設置とともに小型テレビカメラ（早川電機IT-K21, 85×55×135mm)も装着し，必
要に応じて室内で観察できるようにしておいた.
　6）雌　雄　判　別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　雌雄の性による色彩差，形態差の認められる鳥種では雌雄判明は簡単であるが，一般的には性識
別は困難である．肉眼観察の際，体形の僅かな差，尾羽などの損傷度，翼羽のノヽネ具合などにより
雌雄のうちのＡ又はＢの区別は可能であった．
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　フィルム像上からも雌雄判別出来る場合もあるか，鳥の姿勢，向きなどによっては識別困難なこ
とか多かった．
　筆者は初期の段階でスズメ，ツバメの場合，夕刻捕獲しセルロ’イド足輪（小鳥用リング）を入れ
放鳥したが，フィルム撮影時，あるいは肉眼観察時に脚部かうまく見える場合は,性別判定は容易で
あった．
　その後雌雄自動判別の試みとして以下の実験を行ったが，さらに一層よき方法を考慮中である．
この試用した法は，まずスズメを捕獲し脚部に小型磁石を挿入装着した．筆者の用いたのはいわゆ
る「ゴム磁石」であり，軽量，加工容易であることにより試用した．磁力により接点の断続する小
型ガラス封入型リードスイッチ(1.5mm径, 25mm長）を巣箱入口に設置し，マグネット所持鳥
の出入時にスイッチが接続するようにと考えたが，出入時の速度，姿勢その他で作勁しないことが
多かった･
　巣箱入口周囲に輪状コイルを接着し，鳥の出入はコイル中を通過するようにした．磁石鳥がコイ
ル内を通過することにより電流変勁か起り，それを増幅しリレー経由で自記々録するようにした．
この際，鳥体に附属する磁石片が大であれば確実に作用するものと思うか，鳥体の大きさとの関係
もあり，他方電流増幅度を大とすれば雑音その他により誤動作もあり，今後の課題として残され
た．
　雌雄の肉眼による実地観察と，磁力線による自動判別及びフィルムの脚部観察とを総合したもの
との比較を行った際，大約80％程度の性識別は出来た．
　以上，鳥類繁殖時の各種データの記録につき試作試用した機器の概略を述べたか，本文中にも記
した如くまだまだ改良の余地か多々あり，さらにまたある鳥種において活用可能であっても他鳥種
において使用不能であったりする面があった．鳥の生態行動を十分観察し一層それぞれの種に適応
した方策を考慮すべきである．
　本装置を用いての種々の記録結果は稿を改めて発表する予定である．
　各種測定装置の試作に際し終始助言援助を賜った高知日立家電株式会社楠瀬幸良氏に深甚なる感
謝の辞を述べる次第である．なおまた試作機器の実地試用時に甚力を頂いた当研究室学生熊代賢
治，見取政和，武井敦，満徳幸一の各氏に謝意を表明する次第である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　括
　鳥類の繁殖時における諸現象，即ち，卵温，巣内への出入時刻・回数，巣への出あるいは人の判
定，育雛時の食餌の種類及びｍ，またそれらに従事する雌雄の性別判定などを，種々制約のある実
地観測と並行して全期間中自動的に記録するための機器を試作し試用した．
　記録用紙への自記記録とともに再現性のある「連続映像記録法」につき一二の考案を行った．閉
回路テレビ（ＣＣＴＶ）を用い，遠隔地，高所危険場所等，記録装置駆動用感知器の附設出来ぬ鳥巣
において, CRT (ブラウン管）上に映じた画像による鳥体検知により鳥の接近時のみ撮影装置を作
動させる方式を用いた．本装置により主として画像面のみより，雌雄，時刻，時間，回数，出入，
さらにまた給餌物の種類・ロ:等の判定か可能となっぺ.
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